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新宿湘南ラインで新宿から９４分

北関東最大の５０万都市

・面積４１６．８５Ｋ㎡

・人口５１８，２００人
※平成２７年５月１日現在



宇都宮餃子 Gyōza

C’est une ville connue pour…宇都宮と言えば！！



C’est une ville connue pour…宇都宮と言えば！！



宇都宮市を中心とする栃木県では，自動車保有率が全国２位である。
宇都宮市の温室効果ガス排出量は，全体として減少傾向だが，運輸部
門におけるCO2排出量は，現在も増加傾向にある。
移動手段として自動車を利用している市民が増加傾向となっている。

自動車（マイカー）に依存、公共交通の衰退自動車（マイカー）に依存、公共交通の衰退
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※鉄道は、旧宇都宮市内の鉄道駅の乗車人員

　バスは、宇都宮市内を通る全系統の乗客数（各社推計）

　よって、市内及び市外を結ぶ系統については、市外のみの乗客も含む

　1996年（平成8年度）は、一部資料がないため、前年度データを使用

　バスの1981年以前、1983～1987年はデータ無し

資料：鉄道 宇都宮市統計書（JR東日本株式会社、東武鉄道株式会社）

　　　バス 宇都宮市の交通（各バス会社）

半数以下に・・・
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65～69歳の代表交通手段（自分専用の車のあり，なし別）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ自分専用の

自動車がある

ほぼ自分専用の

自動車はない

0.6%

1.1%

0.4%

2.3%

85.5%

50.6%

4.8%

23.4%

7.8%

19.4%

鉄道 バス 自動車 バイク 自転車 徒歩 その他

※パーソントリップ調査より、宇都宮市を発着する交通（宇都宮市内のみの移動＋市外への流出＋市外からの流入）を集計したもの。
代表交通手段について、不明・無回答のものは除く。
「ほぼ自分専用の自動車はない」は、自分専用の自動車の保有状況について「家族共有の自動車がある」「ない」と回答した者の合計。 7



75歳以上の代表交通手段（自分専用の車のあり，なし別）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ自分専用の

自動車がある

ほぼ自分専用の

自動車はない

0.3%

1.0%

1.0%

5.2%

78.9%

46.5%

7.1%

20.3%

12.3%

25.3%

鉄道 バス 自動車 バイク 自転車 徒歩 その他

※パーソントリップ調査より、宇都宮市を発着する交通（宇都宮市内のみの移動＋市外への流出＋市外からの流入）を集計したもの。
代表交通手段について、不明・無回答のものは除く。
「ほぼ自分専用の自動車はない」は、自分専用の自動車の保有状況について「家族共有の自動車がある」「ない」と回答した者の合計。 8



宇都宮市と他都市の比較
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宇都宮市

松山市

熊本市

鹿児島市

4.0%

2.7%

1.6%

3.2%

2.4%

1.3%

5.1%

7.3%

66.2%

49.9%

57.2%

57.0%

1.3%

7.9%

5.8%

6.0%

12.6%

20.5%

13.9%

6.3%

13.5%

17.7%

16.3%

20.3%

鉄道 バス 自動車 自動二輪車 自転車 徒歩・その他

※平成22年度全国都市交通特性調査（国土交通省）より



バスはなぜ選択されない？
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・便数が少ない。便（路線）がない。

・時間がかかる。遅い。

・定時性がない。

・料金が高い。乗り継ぎ割引なども無い。

・路線がわかいにくい。（どこを走るか）

・バス停がわかりにくい。（どこで乗る・降りるか）

宇都宮市内の公共交通（＝バス）の課題

待ち時間を短く時間
より速く

より安く料金
乗り継ぎ割り引き

路線わかりやすく
バス停等



交通未来都市うつのみや
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ネットワーク型
コンパクトシティ

地域内交通

LRTバス

鉄道



宇都宮が目指す「まち」とは

・週に一回ぐらいは公共交通で街にでかけてみようと思えるまち。
・飲み会がある日ぐらいは車でなく公共交通で通勤できるまち。

・自動車だけが便利な交通ではなく、徒歩、自転車、公共交通も便利な
まち。
・公共交通も移動の選択肢として考えられるまち。

ネットワーク型コンパクトシティとはこういうまち
LRTの沿線だけでなく、宇都宮市全域をこんなまちにする

そのためのLRT
LRT整備だけでもできない！

バスや地域内交通も整備する！！
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ＬＲＴ計画路線図

優先整備区間 約14.6ｋｍ

宇都宮市区間 約12.1ｋｍ

全体計画区間 約18ｋｍ

芳賀町区間芳賀町区間

約2.5ｋｍ約2.5ｋｍ
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事業概要

営業キロ

約１４．６ｋｍ〔複線〕
※全体計画における優先整備区間
ＪＲ宇都宮駅東口～本田技研北門

【自動車交通との併用区間】
約９．４ｋｍ

【ＬＲＶのみが走行する専用区間】
約５．１ｋｍ

停留場数 １９箇所（１００％バリアフリー）

低床式車両
１７編成
・全長：約３０ｍ
・定員：１５５人

事業方式 公設型上下分離方式

軌道運送事業者
（営業主体：上）

宇都宮ライトレール株式会社

軌道整備事業者
（整備主体：下）

宇都宮市，芳賀町

概算事業費
約４５８億円
宇都宮市域：約４１２億円
芳賀町域：約４６億円

関連事業

・交通結節機能の強化
（トランジットセンターの整備等）
・バスネットワークの再編
・地域内交通の導入
・ＩＣカードの導入 など

ＬＲＴの事業概要及び運行計画
運行計画

運転最高速度 全線 時速４０ｋｍ

需要予測 １日当たりの利用者数見込み

運転時間帯 午前６時台～午後１１時台
（ＪＲ宇都宮駅の新幹線の始発・終電に対応）

運行間隔 ▽ピーク時 ６分間隔（１時間当たり１０本）
▽オフピーク時 １０分間隔（１時間当たり６本）

所要時間
（起終点間）

▽普通電車（各停留場に停車） 約４４分
▽快速電車（一部停留場を通過） 約３７～３８分

運賃 初乗り１５０円～４００円（対距離制）

起点から主な停
留場までの所要
時間・運賃

普通電車を利用した場合
▽ベルモール前 約１１分 １５０円
▽清原工業団地北 約２７分 ３００円
▽本田技研北門 約４４分 ４００円

運賃収受方法 ＩＣカードシステムを導入

第11回「芳賀･宇都宮基幹公共交通検討委員会」資料より

区 分 平 日 休 日

通 勤 １３，３５７人 ２，６７１人

通 学 １，３０５人 １３１人

業 務 ２７４人 ８２人

私 事 １，３８２人 ２，７６４人

合 計 １６，３１８人 ５，６４８人
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宇都宮ライトレール株式会社の会社概要

会社概要 代表取締役社長 高井 徹
会社設立日 平成２７年１１月９日

事業内容 ＬＲＴの運行に関する事業及びそれに伴う運輸事業，
広告業，小売業等

出資団体 ・行政（宇都宮市，芳賀町）
・地元経済界（宇都宮商工会議所，芳賀町商工会，
とちぎライトレール支援持株会），地元交通事業者
等

出資構成 ・会社設立時 資本金１億５，０００万円
（会社設立後，約３年間に必要となる額）

・会社設立後３～４年目
資本金１０億円に増資を予定
（社員の採用や運転士の養成など，運営体制の構築
が本格化に伴い必要となる額）

LRTの事業スキーム

「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」（H19施
行）に基づき施設の整備・保有を公共が担い，事業運営を
別の主体（民間等）が行う「公設型上下分離方式」により
事業を実施

宇都宮市・芳賀町（下）が，公共施設として軌道（レー
ル）等を整備・保有し，宇都宮ライトレール㈱（上）は，
軌道施設等を借り受け，運賃収入を得て運行を行う。

宇都宮市・芳賀町は，宇都宮ライトレール㈱から施設使
用料を得て，維持管理に充当。

▲上下分離のイメージ図

行政
7,650万円（51.0％）

宇都宮市 6,120万円（40.8％）
芳賀町 1,530万円（10.2％）

民間
7,350万円
（49.0％）

行政
4億9,000万円
（49.0％）

民間
5億1,000万円
（51.0％）
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LRT沿線のバス路線再編案
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（バス25両、運転手30名） → 支線バス等150便増
清原台3丁目からJR宇都宮駅まで 53分→32分：▲21分
芳賀町役場からJR宇都宮駅まで 73分→45分：▲28分

新設

新設

新設

新設

新設
地域内交通



LRT専用走行空間を生み出す

2017.09 鉄道ジャーナルより

柳田大橋の交通渋滞（朝通勤時） 至JR宇都宮駅方面

至芳賀町方面
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誤解から反対
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反対の方のチラシ



広報戦略・・・広く伝えandわかりやすく伝える工夫が必要
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【広報戦略骨子】

①チラシ等の紙媒体だけではなく、CM、テレビ番組、ラジオ番組を制作し、活用。

②LRTだけではなく公共交通全般をPR。

③過度に車に依存したライフスタイルよりも、車と公共交通が適度に役割分担するライフ

スタイルの方が豊かで良い等、イメージ戦略にも重点。

④賛同する事業者・飲食店における店頭映像放映やポスター掲示によるPR。

⑤賛同する個人が口コミ活動ができるようなコンテンツを作成して配布。

⑥常設展示コーナー・オープンハウスの設置。

⑦ＳＮＳ等の活用。

渋滞、赤字、乗らない、
バスがなくなる、
運賃が倍になる

・・・わかりやすい

過度に車に依存、公共交通は大切、
LRTだけではなくバスや地域内交通と連携、
公共交通はみんなで支えることが必要

・・・わかりにく、理解に時間がかかる



新・広報戦略 第1弾

20



広報誌で連載
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常設展示、オープンハウスの開設

「交通未来都市うつのみやオープンスクエア」

平成２９年８月２９日オープン！
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バス
乗降場

LRT
停留場タクシー

乗降場

交通結節点の整備
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JR宇都宮駅との結節点
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トータルデザイン
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デザイン学校の学生提案

26宇都宮メディアアーツ専門学校 岩瀬さん、江川さん



デザイン学校の学生提案
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小学生の提案
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瑞穂野学童クラブ


